20140316
最も重要なこと（ヨハネ11:1-16）
　皆さんの祈りに支えられて、台湾でのみことばの奉仕、また、沖縄でのみことばによるフォローの働きを恵みの内に終えて帰ってまいりました。挨拶のお礼の言葉だとは思いますが、台湾に行ったときには信徒とはお話をする機会がなかったのでどうだったのかよくわかりませんが、宣教師の方が「これから信徒を訓練し育てていくことに生かしていきます」とお話をしてとても感謝でした。それから、沖縄に戻ってから、この間、他の先生が行ったときに、「福音の手紙」を１、２番目までやったので、３番目の「福音の手紙」を持ってお話を少しする機会がありました。「福音の手紙」の第３のタイトルは「どのようにすれば神様に会うことができるか」というタイトルです。その質問を理解するためには、「初めての出会い」、「２回目の出会い」の内容を理解していないといけないと思います。皆さんは覚えていらっしゃるでしょうか。「福音の手紙」の１番目のタイトルは何だったでしょうか。「なぜ人間には幸せがないのか」です。それに対して、皆さんはどのような答えをお持ちになっていらっしゃるのでしょうか。お金がないからでしょうか。周りの人間がひどいからでしょうか。災害に遭っているからでしょうか。そのように思っている限りは抜け出すことができない何かに捕らわれてずっと空回りするようになるしかありません。たとえ教会に通うようになったとしても同じです。とても大切な質問です。なぜ人間には幸せがないでしょうか。なぜいろいろな苦しみがあり、また精神的に悩むようになるし、思いどおりにうまくいかないのでしょうか。それは私たちを作られた創造主、すべての祝福、いのちの根源であるまことの神様から離れて、神様を失うようになってしまったのでそうなったのです。その答えが理解できない限りは、教会に１００年通っていても人生の答えは得られません。自分なりには一生懸命、頑張るつもりでも神様とはまったく関係ない信仰生活になってしまうのです。なぜ人間に幸せがないのかに対して、この答えは聖書の他にはどこにもありません。皆、違う答えを話しているし、また私たちもその中のなにかを理由だと自分なりに思い込んでいます。その中で、神様の恵みによって私たちは救われるようになりました。ですから、この質問に対しての答えをはっきりしないといけません。神から離れてしまったので、人間にとって一番、大切なテーマはその神様とまた出会って、神様と一緒になることです。しかし、２番目のタイトルが「なぜ人間は神様に会うことができないのか」ですが、道がないからです私たちが努力してなにかの環境が改善されれば解決できるような問題ではありません。霊的な問題、原罪の罪、悪魔のしわざという恐ろしい問題なので、解決の道がありません。存在しません。だから、神様に会うことができないのです。

そこで３番目のタイトル、その質問が「どうしたら神様に会うことができるか」です。単なる平凡な質問ではなく、切羽詰った質問です。神様に会うこと以外には希望がありません。そこに人生のすべての問題の解決があり、幸せの鍵はそこにあるのです。今、どんな問題を抱え、どのような苦しみを味わっているかわかりませんが、心配しないでください。神様と出会うことによって、そのすべての問題は解決されるようになるものです。しかし、道がありません。そのようなベールを持って質問します。「どうしたら神様に会うことができるか」。それ以外には答えがない、それ以外には人生の問題の解決はどこにもありません。このような意味で「どうしたら神様に会うことができるか」という質問です。私たちは会うことができないので、神様ご自身が私たちに会ってくださるために人間の体をとって世に、私たちの方に来る以外には道がありません。そのように来られました。その方をキリストと言います。その方がイエス・キリストです。イエス・キリストを信じることによって、私たちは神様と出会い、すべての問題を解決して、いのちを得ることができる。これが福音と言うものです。それで、その沖縄の相手の人にもこのタイトルを持ってこのようにお話を始めました。今まで私たちは人生の一番重要なこと、テーマをそれぞれなにか持っていたと思います。これから、神様の子どもになり、主とともに歩む幸いな者であれば、大切なのはその人生のテーマを取り替えないといけません。なにが人生において一番重要なものなのか。人生の最大のテーマはいったい何なのかについて、今までは別のものが入っていたのですが、それが取り出されて人生最大のテーマは神様と会っているのか、そうでないかにしないといけません。それが最重要課題であり、最重要テーマです。人が良いか悪いか、善良な人なのか、悪ふざけの人なのかはテーマではありません。どんなに悪ふざけの人でもまことの神様と出会っているかが問いかけです。それが一番最も重要なことという意味です。その人が金持ちなのか、親の言うことを一度も拒まないで従っていい子に、親孝行する人に育ってそのような人生を送っているのか、親の心を苦しめ悩ませる者なのかは問題ではありません。その人が神様と出会っているのかどうかがテーマです。なぜでしょう。神様と出会っていない限りは、どんなに親孝行で誠実に真面目に勉強し、自分の専門性を生かし、社会的に成功し出世し安定した生活を送っていても、地獄がその人の背景であり、悪魔のしわざに捕らわれて滅びる運命のままです。残念なのは、神様の恵みによってクリスチャンになりましたが、聖書のお話が聞ける立場にいるにもかかわらず、その部分が根底の方から切り替わらないのです。そのため、いまだに人生において一番重要なことと言われると、別のものになっているのです。そうすると、人は自分で何が一番重要なのかと思っていることによって、その人の人生のカラー、方向、なにかを選択すること、喜び、悲しみなどがすべて変わります。それでクリスチャンであるにもかかわらず、困難が終わりません。そうすると、それを乗り越えて、世の中の人は知らない、次にある神の国の別の世界の答えがあるのに、それは見ることも触れることもできないまま人生が終わってしまいます。なんと残念でしょうか。

だから、今日の聖書の箇所を中心にして、なにが自分の人生の中で一番重要なことなのか、なにが人生の中で最も大切なものなのかについて、ぜひ答えを得ていただきたいと願います。神様と合っているのかどうか。神様と出会うために、私たちには道がないから神様ご自身がキリストを送ることにしました。そのキリストをとおしてのみ、神様に会うことができます。ですから、人生最大のテーマはキリストになります。そして、実際にそのキリストが来られました。その方がイエス様です。だから、イエス様がキリストだということを知らされることが一番重要なことです。それが知らされることによって、そのイエス様をキリストとして神様と出会ういのちとして信じる信仰を持つのかどうかが一番重要です。そのイエス様を信じる信仰を持たないと、もう一度言います。その人が天才であっても、全世界から認められて称賛されるきれる頭、ＩＱを持っている人間でもそれ自体は悪くありませんが、その人は神様と出会っていません。そうすると、滅びる運命のままです。先週も申し上げましたとおり、このお話が耳に聞こえてきて、「なるほど。そうなのだね」とうなずくような人をイエスの羊と言います。それは民族と関係ありません。学歴の差なども一切関係ありません。財産の程度もまったく関係ありません。ここが実はこれからの勝利のクリスチャンの人生のために一番大切なポイントです。なにが皆さんにとって最大の課題でしょうか。皆さんの人生において、一番重要なのは何でしょうか。それを真剣に自分自身に問いかけていく必要があります。それは神様にとって一番大切なことです。クリスチャンというのは、神様にとって一番重要なことを自分でも一番重要なことに理解でき、認めるのがクリスチャンです。神様にとって一番大切な、一番重要なことは私たち、滅びるしかない人間が救われることです。その救われるというのはまた神様と一緒になることです。しかし、世の中には道がありません。それで神様はキリストを送ってくださいました。イエス様がそのキリストです。十字架にかけられて３日目によみがえられ、悪魔のしわざをすべて打ちこわし勝利なさったイエス様こそがキリストです。そのイエス様をだれでも信じれば救われるように神様はしていらっしゃいます。だから、そのイエス様が、神様から遣わされたキリストだと言うことが知らされること、これが神様にとって一番大切です。そうでないと信じることができないからです。全部、まとめて申し上げると、信仰こそが一番重要なことです。本当にそうでしょうか。それが一番重要なことだと、実際に自分の中で理解でき、一番重要だったものと入れ替えない限りは、今日のような聖書の箇所は理解できません。クリスチャンであっても人生を歩いていくうちに様々な困難があり、いつもよいことばかり、うまくいくことばかりであればいいのですが、そうでないことの方が多いのに、そのたび、そのたび、困難が絶えないままずっとこんがらがってしまいます。それはいろいろな困難があるからではありません。人生の中で一番重要なのは何なのかに対して、その人がまだ入れ替わっていない、整理されていないがゆえに別のものが重要なのでいつも引っかかるのです。子どもがどうなるかが一番重要であれば、子どもに問題がるたびにクリスチャンでありながらも、信仰から離れることはできない、けれども、いつも葛藤で混乱します。本当に神が生きているのか。救いはよいものなのかと葛藤します。健康が一番重要な人は、健康に問題があるたびに、また年を取って衰えていくたびに混乱してしまいます。なにが皆さんにとって一番重要なのかどうかは、すべてを左右するものです。それによって、カラーが変わります。そうでないと、引っかからなくてもよいものを、逆に感謝するものなのに、悲しんだり、引っかかったり、怒ったりするようになります。とても大切なテーマではありませんか。
今日の聖書を見ると、イエス様がとても愛しておられると表現されています。その二人の姉妹の弟分、ラザロと言う人もイエス様がとても、とても愛しておられたと書いてあります。その人が「死にそうな病気にかかって病んでいます」と知らされました。愛しておられる者だから、その人の病気が治るかどうかが一番重要なテーマであれば、またできるだけ病んでいる人には急いで早く行く、渇いている人に対して早く行くことが一番大切で、その配慮というものが一番大切なものだとなっていれば、今日の聖書のイエス様の態度は理解不能です。ラザロをとても愛して、マリヤもマルタも愛しておられます。それで、病気にかかっていると聞いたら、どのようにすれば正解でしょか。すぐに病人の人のところに出向かわないといけないでしょう。それなのにイエス様はわざわざ２日間、動かないでいらっしゃった場所にとどまっていたと言われています。その２日間というのも、何が基準かと言うと、ラザロが死ぬ時まで待っていらっしゃいました。例えば、ラザロが死ぬのに１週間くらいかかるのであれば、１週間後に動いたでしょう。それで２日後のラザロが死んだあと、それをわかっていらっしゃって、そのときに弟子たちに「ラザロのところに行きましょう」とおっしゃいました。「もうラザロは死にました」。「いや、ラザロは寝ている」。だから、本当に眠っていると思っていたら、「いや、死んだよ」とお話をしながらラザロのところに向かいました。そこに着いてから、いろいろな出来事があると言う話はまた次回にありますが、皆さんはイエス様の今日の聖書に書いてある行動に対して理解できるでしょうか。愛する人こそ、より早く急いで行って問題を速やかに解決してあげると言うのが普通でしょう。それなのに、２日後、もっとひどくなるまで待っていたかのようで、マリヤとマルタがイエス様にお願いしたと言うのも、私たちから言いますと、お祈りをしたにもかかわらず何の答えも、何の反応もなかったということでしょう。なぜクリスチャンなのに苦しいことがあるのでしょうか。また、一生懸命、祈ったのにまったく答えがないかのような状態が続いたり、より状態がややこしく、ひどくなるということもあるかもしれません。なぜでしょうか。そこで私たちが健康こそが一番重要なことだと思っていれば、また環境が穏やかな環境に変わることが一番重要だと、皆、自分の中に持っていればつまずいて、引っかかるようになるしかありません。それがほとんどのクリスチャンが引っかかる理由ではないでしょうか。でも、イエス様は２日間とどまって、急いで行かないでいらした理由をこのようにおしゃっています。神の栄光が現れるために。もっとひどい目に遭って、より苦しい状況が続いて、ときには何の答もないような状況が続くことが、神の栄光を現すために有利であればそちらの方を選ぶのです。神の栄光を現すと言うのはどのようなことなのでしょうか。イエス様はその次におっしゃいました。イエス様、ご自身が栄光を受けること。つまり、神の栄光が現れると言うのは、神が遣わされたイエス様こそがキリストだと言うことが明らかになることです。それが神の栄光が現されることです。つまり、神様にとって一番重要なのは、病気がすぐ治るかどうか、環境がすぐよくなるかどうか、私たちの願いどおりに速やかになるかどうかではありません。イエス様がキリストだと言うことが明らかにされるかどうか、そのことによって最後にイエス様がおっしゃっているでしょう。そこに居合わせていなかったことは良かったと思う。これから、死んだラザロに向かってイエス様が彼を生き返らせるつもりです。病気の人が癒されると言うのは他の人でもできるかもしれません。他の宗教も病気を癒したり、いろいろあります。でも、死んで４日も経っている人間、腐って匂いがする死体を生き返らせるというのはキリスト以外にはできません。弟子たちがどうしてもイエス様のことをキリストとして信じないので、彼らが信じるために、信じてもらうことのために、それがそれほど大切なのでしょうか。それが一番大切なのです。弟子たちがイエス様のことを正しくキリストとして信じてもらうためには、病んでいる人が死ぬまで待つこともありなのです。皆さんは理解できるのでしょうか。なぜクリスチャンなのに答えがないのか。なぜクリスチャンなのに環境が改善されないのか。なぜクリスチャンなのにすぐに解決してくれないで、その苦しい状況がずっと続いているのか。なぜこのようなことがあるのか。いろいろな疑問があるかもしれません。でも、よくよく考えてみると、私たちの中で一番重要なことが神様と一致していないからではないでしょうか。だから、そこを取り替えないといけません。

皆さんの中でも、今日の聖書のようにイエス様こそがキリストだと言うことがより明らかになりますように。それ以外には人生に希望はありません。文明が発展していても、財産がどんなに豊かになったとしても、そこに希望がないということは私たちの基本告白ではないでしょうか。イエスがキリストであり、それが明らかにされること以外には希望がありません。それより重要な大切なことはありません。皆さんも皆さんの中で、私の人生において、地球において一番大切なのは、一番重要なのはイエス様がキリストだとお証しされ明らかにされることです。「もしそのために子どもが死ぬことが有利であれば、私はその死ぬこともＯＫです」とそこまで考えないといけません。それが入れ替えられなければいけません。そのイエス・キリストを信じるときに神のいのちが宿り、今までその人が捕らわれていた、自分も気づいていなかったでしょうが、滅びる地獄の運命から完璧に解放されている。その人を今まで苦しめていた悪魔のしわざが打ち壊されて自由になり、神がどこでもいつでもどんなときでもともに歩む、伴われる、そのような幸いな者に変えられます。心の貧しい者は幸いです。イエスがキリストです。「私は神様が必要なのです。神様と出会わないと私の人生は希望がありません」と告白する者に変えられます。前にもお話したように、台湾に行ってもそのようなお話をしましたが、皆さん自分の人生をふり返って検証されていませんか。お金があるから幸せだったでしょうか。他の人より学歴が上にあって、勉強の成績が良かったので一時的にうれしかったかもしれません。よい大学に入学し、よい就職ができたかもしれません。私はそこまで頑張ってみましたが幸せはありませんでした。愛情を求めて必死でした。しかし、愛情をいただいたときにはうれしいというのはありますが、永遠に続かないし、人の愛情からは幸せ、人生の答えなどはありませんでした。自分はそうでした。でも、それが自分の話ではなく、聖書のお話です。神様と出会わない限りは人生の中に大きな穴が空いていて埋められません。いまだせっかくクリスチャンになったのにもかかわらず、他のなにかで埋められるかのように思い、それを追い求めて。それがあるから、ないからによって泣いたり、悲しんだり、笑ったりしていらっしゃるのでしょうか。それが重要ではありません。神様と出会うことです。イエス・キリストしかありません。イエス・キリストを信じる信仰です。
それから、沖縄の彼女にも言いました。もしあなたがイエス・キリストを信じて受け入れたのであれば、その人の条件によって他は何も気にしないで、あなたは神様と出会っていのちある者だし幸いな者です。それを一時でも疑ってはいけません。神様と出会って違うものに変えられているから、別のことをこれからは考えればよいです。人生が変わることができるのはまことの神様と出会うことしかありません。それはイエス・キリストです。イエスがキリストだと証しされ、それを信じる信仰を持つことです。皆さんにとってそれより大切なものはないでしょうか。それが一番重要なことだと結論を持っていらっしゃるのでしょうか。そうすると、なぜ愛しておられるラザロが病気なのにすぐに行かないで、２日間とどまり、死ぬ時まで待っていらっしゃったのか。なぜ苦しみが増すようになったのか理解できるようになるでしょう。他のなにかによってつまずく理由もありません。一番重要なことが神様が重要だと思っていること、それが自分にとっても一番自由だと結論を持っている者は、そのときから見る目が変わります。今までとは違います。ただ苦しみだと、今までは見ていたでしょう。表、表面的には苦しみかもしれません。でも、ダビデの告白のように死の影の谷を歩くような苦しみの状況が別に見えるのです。義の道へと導かれる、一番重要なことのために。義の道と言うのはイエスがキリストだということが、より明らかに鮮明になって行くと言うことです。そのために、良い信仰者であっても、死の影の谷を歩く理由があれば歩かせます。今の状況がたやすい状況なのか、厳しい状況なのかは基準ではありません。厳しい状況だからこそ、イエスがキリストだと言うことが明らかにされるのであれば、神様は厳しい、険しい状況の方に導かれるでしょう。それが私たちの基準です。自分が安泰なのか、あるいは厳しいかは私たちの辞書にはありません。神の栄光が現されること、それこそが私にとっても最高であり、人類にとっても最高に必要なことなのです。それだけが私たちの基準です。だから、見方が変わります。モーセの時代、エジプトで４００年間、奴隷の生活をしていました。そこから、彼らを救い出すために、一発で出れば簡単なのに、パロ王の心がかたくなになりことごとく拒むたびに、交渉するたびに、苦しみを増していきます。イスラエルの民はモーセに「もういらないよ。もういいよ」と言いましたが、神様は１０回までずっと苦しみを増していきました。そのように災いによって苦しみが増していくということは、一番重要なことが何なのかが苦しまないことであれば、それはものすごく試みられ引っかかるしかありません。しかし、重要なのはそれではありません。神様も私たちが苦しんでいるのをご覧になると心を痛められるでしょう。しかし、そうしてまで、もっともっと自由なことがあるので、そうすることによって最後に羊の血を塗ったとき、白いものではないのでより鮮明に彼らの脳裏の中に残るでしょう。このような効果を狙って、本当に羊の血以外には希望がない。これを彼らの脳裏、心の中に刻み込むための神様の配慮でした。苦しむことより「イエスがキリストです」ということが動かない事実として、その人に刻まれること、より深く刻まれること、これが重要なので、神様は苦しみを許してまでそうしました。それなのに、多くのクリスチャンが苦しみがあるとそちらの方に行くべきなのに反対の方に行くのです。見る目が変わります。苦しみではありません。義の道へと導いていらっしゃるのです。「答えがまったくないね」とつまずく場合がありますが、それは答えがないわけではありません。アブラハムは約束して、それから１０１歳までずっと子どもが生まれると言う答えがありませんでした。その間、その間、アブラハムはいろいろなミスを犯すようになります。しかし、それは答えがないわけではありません。見方が変わります。一番重要なのが、イエス・キリスト、キリストを信じる信仰であればそのように答えがなかった。そして、１０１歳になって人間的には絶望な状況を作られて、神の恵み、キリスト以外には道はないと言うことを明確に示されました。そちらのほうが神様にとって重要だし、私たちにとっても重要です。なぜ教会に通っているのに、精神的な問題があり、様々な困難があり、また努力してもそれが改善されないのでしょうか。理由はひとつしかありません。イエス・キリストが栄光を受けるためです。皆さんの心の内側から、また皆さんをとおして、周りから皆さんを見ている人が本当にイエスはキリストだとわかるためです。皆さんは恵みによってイエス・キリストを受け入れましたが、皆さんにとってイエスはキリストでしょうか。そして、それは自分の命より大切なものでしょうか。そのように告白してもらうために、神様はなんとでもなさる方です。だから、早く気づかないといけません。ですから、答えがないわけではありません。見方が変わります。キリストが明確になります。ノアの時代は、大洪水によってその時代の人類が皆、裁かれ滅ぼされました。もちろん、彼らの罪によって裁かれました。でも、裁きはただの裁きではありません。今までは裁きだと見ていましたが、一番重要なのが何なのかが変わると見方が変わります。なぜ人類を洪水によって滅ぼしたのでしょうか。ノアを守るためです。なぜノアを守るのでしょうか。ノアひとりが人類より大事なのでしょうか。ノアではなく、ノアの中にイエス・キリストの約束があったからです。もしノアが消えると約束が全部消えてしまいます。裁きではなくキリストを守るために、一時代の人類が滅ぼされることよりキリスト、イエスは大切です。なぜでしょうか。全世界が救われないといけないからです。見方が変わります。つまずく理由がありません。ぜひ、皆さんが今患っている、また経験している様々なことに対して、この重要なことを入れ替えることによって見方が変えていただきたいと願います。
それから、いろいろな困難があります。黙示録などを見ても、終末の時代は困難、困難、困難です。それから、なぜ教会なのに教会があのようになってしまうのでしょうか。ときには牧師が刑務所に入るときもあるし、そのようなことに対する困難や、また世の中を見ても困難の極みではないでしょうか。そこで私たちは見方が違います。なぜ困難でしょうか。だからこそ、オンリーキリストです。そのために許されます。イスラエルの民は神に召された祝福の民なのに、なぜあんなに神様に従わないで偶像崇拝に走ったり、またよその国からやられたりするのでしょうか。よその国はなぜまた偶像崇拝によって栄えたり滅びたりする困難が続いているのでしょうか。いろいろな解釈があるでしょうが、ひとつしかありません。だからこそ、オンリー、キリストなのです。イスラエルも希望はありません。キリストしかないのです。どれほど神様にとってキリスト、イエスを信じる信仰が大切なものだったのでしょうか。見方が変わります。ぜひ、願わくば人生が終わるときまで１００％そうなることはないでしょうが、つまずかないようにしていただきたいと思います。見方を変えましょう。見方を変えるために、皆さんにとって一番重要なのは、人生にとって一番重要なことは何なのかに対して、ぜひ、入れ替えていただきたいと思います。私たちは神の国を生きる者です。世にある者ではありません。神のもので入れ替えるようにしましょう。
それから、一番重要なのが神の栄光、イエス・キリストの栄光、信仰、そこにあるという結論を出した者は質問の内容が変わります。質問が当たり前に変わるでしょう。なぜこんなに困難でしょうか。なぜこのように苦しいのでしょうか。なぜこのようなことがあるのでしょうかという質問ばかりだったのが変わります。このような困難な状況をとおして、神様はどのように神の栄光を現そうとしていらっしゃるのでしょうか。このような病気や苦しい状況、そして、うまくいかない状況をとおして、キリストの栄光のためにはどのような計画があるのでしょうかと質問が変わるでしょう。ハバククの預言者は、「神の民イスラエルが神様にそれほど助けられたにもかかわらず、なぜこうなってしまうのでしょうか。なぜこのような無茶苦茶な社会をそのままほっておくのでしょうか」と疑問でした。すると、神様は「もうじきバビロニヤをとおして一発くわせる」とおっしゃいました。それでまた、より混乱して「なぜ異邦人が神の民に手を出すのでしょうか」と言います。最後に神様が「それはすべて結局、契約が成就するためなのです」とおっしゃいました。そのときにハバククの預言者が変わりました。義人は信仰によって生きると。それから、牛舎に牛がなくても、倉庫に穀物がなくても、いろいろな状況があっても、今までのように「なぜでしょうか。いつでしょうか」という質問をしないで、救いの神を心からほめたたえます。重要なことが変わったので、困難そのものも神の栄光のために許されているものです。そこで、信じる者たちがオンリーを極めるようになります。それは極めれば極めるほど地球は変わります。皆さんの周辺は変わります。たやすく、「オンリー、イエス」と言うのとは違います。そのオンリーはものすごい重みがあります。その重みの程度によって、その人の周り、人生が変わります。暗闇の目に見えない力が砕かれるようになるのです。だから、質問の内容が変わります。格好いいのではないでしょうか。
それから、最後に一番重要なことが、実際にその人の内側から入れ替わった場合には選択が変わります。今まではどうしればうまくいくか、どうすれば成功できるか、何を食べるか飲むかなどばかりでした。もちろん、皆さんにはうまくいってほしいです。でも、基準がそれではありません。イエス様がキリストとして明らかにされ栄光を受ける方を選択します。パウロは伝道をしていくうちに逮捕されました。そのときにパウロはローマの市民権を持っていました。その場で市民権を出すと逮捕できません。でも、パウロはそれを使わないで、そのまま刑務所に入りました。なぜでしょうか。それがイエスがキリストとして明らかにされ有利だと判断したからです。自分は刑務所に入るといろいろな大変な目に遭うでしょう。それが基準ではありません。自分がやりやすい環境なのか、あるいは厳しい環境なのかは基準ではありません。もちろん、できるだけやさしい場所、ところを選ぶでしょうが、しかし、もし厳しい状況に追い込まれることが、イエスがキリストだと言うことが証しされ、明らかにされることであれば、迷わずにそちらを選ぶのです。選択が違います。子どもたちが自分の専門性や大学を選ぶときにも結局、同じでしょう。なにかを選ぶときはみな同じです。結婚を選ぶときも同じです。選択が変わります。私はこのような神の愛と救いを知らない未信者のときには、できるだけ美人で、できるだけ学歴があって、身長は私と似ているぐらいで、スリーサイズはぴったりとか、いろいろ希望がありました。でも、大事なものがなにか分かったときには基準が変わります。選択の基準が変わります。聖書を見るとそのようなことは数多く書いてあり、イスラエルの民がみな違う方向に流れているときに、ヨシュアが最後に言いました。「私と私の家はヤーウェの神様を信じること以外は全部捨てます。あなたがたはどっちにするのか」。ダニエルもそうだったでしょう。偶像崇拝に捧げたものを食べるか食べないか。今、それを食べるか食べないかの話ではありません。当時はイスラエルが偶像崇拝に騙されて国が滅びました。それをよく知っているダニエルが信仰告白のために、それを食べると認められ、また栄養にもいいかもしれません。だから、肉などは食べませんという選択をしました。それから、偶像崇拝を強要されたときに、エルサレムに向かっていつものように１日３回礼拝をささげ、祈りをすることを選択しました。そうすれば死ぬとわかっていながらもそうしました。そちらのほうがイエスが栄光を受けるにふさわしいと判断したからです。その友達も同じでしょう。偶像崇拝を拒み、炎の中に入れられる危機に遭いました。ここに入れられたときに「私たちはそれをやります。神様が助けてくださるでしょう。そうでなくても、私たちはこの道を選びます」。重要なのが何なのかが、実際に入れ替わったのかどうかがすべてを、選択を左右します。パウロもこのようなことを言いました。「私はユダヤ人にはユダヤ人のように、異邦人には異邦人のようにする。律法がある者にはあるもののように、ない者にはない者のように。どういう意味でしょうか。そのようなことを選択する理由は、一番大切なのがイエスによっていのちが得られることだとわかっているので、そのために有利な方に私は傾けていくと言うことです。それ以外に基準はありません。赤信号の方が有利であれば赤信号。蒼が有利であれば青信号なのです。赤か青かは私にとっては重要でありません。イエスが栄光を受けること、そして、人々がイエスを信じること、それ以外に救いはありません。それ以外に人生の問題の解決はないし、それ以外に、人生の幸せもありません。人類の希望もありません。だから、先にイエス・キリストを信じてもらいました。皆さんをとおして神様が臨まれるのは、他の人がこのイエスがキリストだということを明らかにされ、信じてもらうことに皆さんが用いられることです。それが一番大切なことでしょう。ただ、「日曜日の講壇のメッセージなのでいつもそんなお話です」と言う感覚ではだめです。本当に一番重要なのは何でしょうか。神様は何が一番大切だったでしょうか。今日のイエス様の行動を見るとおわかりになるでしょう。人々がイエス様のことをはっきりわかって信じることより、神様にとって大切なものはありません。私たちもそれを自分の中で一番大事なものとして、入れ替えていただきたいと願います。
それでは、これからクリスチャンとしての私たちはいろいろな状況がありますが、いろいろな状況に心が奪われてイエスがキリストだという信仰告白を逃すことがないようにしましょう。また、自分の様々な条件があります。自分の状態に心が奪われることによって、信仰告白を奪われることがないように、むしろ、そのような状況すべてが逆にイエスはキリストです。それにもかかわらず、だからこそイエスはキリストだと信仰告白をする機会にしましょう。人生変わります。それが一番重要なことです。それが真心から、状況や自分の条件、状態と関係なく、これを真心から告白したときに、今まで捕らわれていた、今も身を投じていきている世の中の、今の世界が崩れて、神の国を生きる、神の国に立たされると言うことがわかります。意味がわかりますか。同じ死の影の谷のような状況であっても、イエスがキリストですと本当に告白すると状況がなにも変わらなくても神の国に切り替わるのです。神がともにおられ、神が導かれる世界、神の素晴らしい計画のある国が臨まれるようになります。私たちはそこにしっかり立たされるようになるでしょう。違う国を生きるようになります。それがクリスチャンです。そのために今も神様はクリスチャンの私たちがいろいろな状況、それぞれなりの状況、事情があるでしょう。神様がすべて許されて、大切なのはその中でイエスはキリストですと信仰告白をしてもらうことです。なぜでしょうか。そうすることによって、クリスチャンの皆さんは世の中から解放され神の国の中にしっかり立たされるようになります。違う世界を生きるようになります。天国に行く前に、今現在違う世界を、神様にコントロールされる、神を聖霊に導かれる、神の聖霊の力に預かる、そのような世界を生きるようになります。すべてのことを働かせて益となる世界に入るようになります。でも、イエスがキリストだという信仰告白がしっかりなされない限りは神の国の民なのにいつまでたってもこの世の中を生きるようになります。そこに勝利は期待できないでしょう。そこに祈りなどはありません。違う世界に入りましょう。違う世界が皆さんには用意されています。違う世界に入ったときに、世の中からは得られない、天から与えられる違う力がそこにあるのです。法則もやり方も全部違います。だから、祈りに専念するような方法を選択して、そこを歩くようになるでしょう。何も心配する必要はありません。大切なのはなぜクリスチャンの私たちに違う世界が許されているのになかなか見えないのでしょうか。いつまでたっても曇っていて困難しているのでしょうか。皆さんにとって、皆さんの中で人生において一番重要なのが何なのかがまだ切り替わっていないのです。それで、台湾に行ったときにも言いました。このような内容のお話をして、「皆さん。今率直に皆さんにとってなくてはいけない、一番大切な大事なもの、それが孫なのか子どもなのかお金なのか通帳なのかわかりませんが、率直に取り上げて、神様の前で、このメッセージを聞いたので『神様。これが今私の前から消えても構いません』と告白できるかどうか試してみてください」とまで言いました。それが信仰です。だからといって、今すぐなくなると言う意味ではありません。あまり怖がらないようにしてください。でも、そのような切り替わる入れ替えがないといけません。そうでないと、別の基準を持って何かを見るから、いつも質問が違います。クリスチャンのカウンセリングは間違っている質問を結局は正すということです。そのために、「あなたにとって一番重要なのは何でしょうか」とそこから続くから、普通のカウンセリングより長く続きません。みな即答を求めています。でも、答えを行っても理解できません。だから、全部かき回して理解をベースにして答えを出さない限りは、答えはありますが内側が今曲がっているので、答えがその人には届かないようになっています。

ですから、今日、患っているラザロをわざと２日間、時間を延ばして、それ行って、向こうからは「早く来ればよかったのに。なんでこんなに遅いのですか」と質問するしかない状況でしたが、それが最善でした。なぜかというと、一番大切なのが死ぬか生きるかではなく、病気か健康かではなく、イエスがキリストとして栄光を受けることです。皆さんにその信仰が強められて明らかになり、明確なものになり動かないものになり、より深いところまで入って行く信仰になることを祈りたいと思います。

（祈り）

愛する天の父なる神様。ありがとうございます。神様の一番重要なこと、それが私たちの中でも一番重要なことになるようにしてください。イエスがキリストであるとの信仰告白より、重要なものはないと言う結論を持って、見方を質問を選択を変えていく、そして、神の国を生きる素晴らしい勝利のクリスチャンになるように、ひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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